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「草津白根山の浅部構造をさぐる｝研究集会研究実績報告 
 
2004年 9月 7日～8日に、群馬県吾妻郡草津町で開催した研究集会「草津白根山の浅部
構造をさぐる」は、13 研究機関、29 名が参加し、16 の研究が発表された。発表は、2003
年度に草津白根山の浅部構造の解明を主目的として実施された集中総合観測（第 4 回）で
得られた研究成果を中心に行われた。発表の内容は、自然地震による震源分布、人工地震

探査による擬似反射面の解析および地震の P 波構造、精密重力探査による重力構造、電磁
気探査による比抵抗構造および自然電位構造、地磁気観測による全磁力変動域、ボーリン

グコア観察による地質構造、火山流体の上昇過程など多岐にわたった。また、同火山の活

動状態を把握するために行われた精密重力観測、熱放出量観測、火山ガス放出量観測、地

殻変動観測などについても発表が行われた。 
各研究分野の研究結果から、草津白根山山頂部の浅部は、水釜火口付近を中心に過去の

噴出物が原因で負の重力異常域が存在し、この中心の深さは約 3-500ｍである。この重力異
常構造域は、火山活動の推移と連動する全磁力変化域および低比抵抗構造域とも整合する

ことが明らかとなった。また、電磁気観測で得られた山頂下約 2kmから 300-500ｍまで存
在するやや比抵抗の高い領域は地震の発生域とほぼ一致する。 
これらの知見と火山流体の化学的特性から、草津白根山では、マグマからの火山流体は、

やや比抵抗の高い領域を上昇し、山頂下 3-500mで浸透した天水も混合して凝縮し熱水貯留
層を形成する。ここでは気液分離が起こり、気相は火山ガスとして地表へ向かい、液相は

山麓の温泉として湧出する。上昇した火山ガスは、さらに地表直下 40-50mで地下水との接
触や気液分離を起こし、気相は火山ガスとして地表から放出され、液相は山頂部で温泉と

して湧出すること、また火山ガスのうち１/3 は地表下で拡散し土壌ガスとして放出される
と考えられ、火山流体の上昇過程、震源域、浅部の低比抵抗域、低重力異常域、全磁力の

変化域などが整合的に説明される。 
草津白根山で明らかとなった火山体の浅部構造は、火山活動の変化や噴火の発生メカニ

ズムを理解する上で重要な知見で、本研究集会で得られた成果は大きい。 

 

 


